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ワクチン接種を迅速・広範に実施するために
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・ 今回供給した包装単位
- 10接種分/１ﾊﾞｲｱﾙ ｘ 5ﾊﾞｲｱﾙ/箱 （計50接種分）

<理由> ① 集団接種（迅速・効率的接種）
② 生産の迅速化・効率化

<参考> 日本以外での包装単位 50ﾊﾞｲｱﾙ（計500接種分）

・ 経験した問題点
<供給体制における問題点＞
- 供給時期と供給包装単位の決定に時間を要した。
<接種における問題点>

- 50接種分の包装単位は個院で使用しづらい。
- 接種率の低さ → 個院での接種対象者が集まらない。

・ 解決策
- 接種の仕組みの工夫（集団個別的接種など）
- 政府による接種推奨の徹底
- 事前購入契約による供給体制の早期確保
- 供給ｽｹｼﾞｭｰﾙと接種ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとの連動



ワクチンを経済的に使用するために
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・ ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄの有効利用：
GSKのｱﾚﾊﾟﾝﾘｯｸｽは、抗原とｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄを用時混合して接種
- ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄ：少量の抗原で予防接種効果が得られる。
- ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄの有効期間は3～4年であり新たな抗原と入れ替える
ことにより接種が可能である。

- ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄは、H1N1だけでなく、H5N1と組み合わせて使用が可
能である。

- ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄの活用により、新たなｳｲﾙｽ予防と高い経済効果が期
待できる。

・ 問題点
- 「抗原＋ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄ」としての「特例承認」の
ため、新たなﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ発生時に迅速な対応
ができない。

・ 解決策
- 「通常承認」により、抗原変更で緊急時柔軟
な対応が可能となる。

抗原

ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄ


